
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教科に関する調査の状況について 

 

教
科 

国語 算数 理科 

成
果 

○「書くこと」以外の４つの領

域で、全国の平均正答率を上

回った。また、記述式の問題

を中心に、無解答率が全国平

均より少ない傾向にある。 

○「話すこと・聞くこと」の領

域において、必要なことを質

問し、話し手が伝えたいこと

や自分が聞きたいことの中心

を捉える力が定着している。 

○「数と計算」、「データの活用」、

｢変化と関係」の領域で全国の

平均正答率を上回った。また、

記述式の問題においても正答

率が全国平均を上回った。 

○基本的な計算問題や図形の長

さを求める問題、割合に関す

る計算技能の正答率は全国と

比較して高く、基礎・基本の

定着が図られている。 

○｢エネルギー｣､｢粒子｣､｢生命｣､

｢地球」を柱とする領域で全国

平均を上回った。水は水蒸気

になって空気中に含まれてい

ることを理解できている。 

○一定量の液体を適切にはかり

取る器具を問う問題では、全

国平均を大幅に上回った。観

察、実験に関する知識及び技

能の定着が図られている。 

課
題 

●「書くこと」の領域における

平均正答率が全国の正答率を

下回り、条件に沿って文や文

章を書くことに課題がある。 

●文章に対する感想や意見を伝

え合い、自分の文章のよいと

ころを見付けることや、文章

全体の構成や書き表し方など

に着目して、文や文章を整え

ることに課題がある。 

●選択式の問題では、答えが条

件を満たしているか確認する

こと、記述式の問題では、解

答を完成させるために必要な

条件を抜けなく記述すること

に課題がある。 

●プログラミングに関連した図

形の問題において、図形を構

成する要素に着目し、図形を

判断することに課題がある。 

●「エネルギー」、「粒子」を柱

とする領域における記述式の

問題では、実験の結果を整理

し、問題の視点で分析・解釈

して、自分の考えを表現する

ことに課題がある。 

●習得した知識及び技能を活用

し、学んだことを生かして、

日常生活における問題を解決

していくことに課題がある。 

改
善
策 

◎自分の書いた文章について、

文章全体の構成や展開が明確

になっているか等の観点で、

具体的な感想や意見を伝え合

う活動を充実させる。 

◎「頭括型」「双括型」「尾括型」

といった文章構成の意味や効

果を確認し、自分の考えが明

確に伝わるような文章を書く

活動を充実させる。 

◎「本当にそれで合っているの

か」等、答えを吟味する活動

を取り入れることで、与えら

れた条件と結果を比較して論

理的に考える力を育てる。 

◎図形をプログラムする活動で

は、描き方を指導するだけで

はなく、「どうすれば目的とす

る図形が描けるか」等、思考

を伴う活動を重視する。 

◎問題に対するまとめを行う際

は、何を結論の根拠としてい

るのかを明らかにし、自分の

考えを記述したり、適切な記

述例を選択したりする活動を

重視する。 

◎習得した知識及び技能を授業

や生活に生かし、問題解決を

したり、新たな疑問を生み出

したりできるようにする。 

令和４年度全国学力・学習状況調査結果の概要 

小学校等 第６学年 

■令和４年４月１９日実施（小・中・義務教育学校全校実施） 

■実施教科 小学校等 … 国語 算数 理科 

中学校等 … 国語 数学 理科 



 

 

教
科 

国語 数学 理科 

成
果 

○「言葉の特徴や使い方に関す

る事項」以外の５つの領域で

全国の平均正答率を上回っ

た。また、記述式の問題の正

答率も、全国の平均正答率を

上回っている。 

○「書くこと」の領域において、

自分の考えが伝わる文章にな

るように、資料等を基にして

根拠を明確にして書く力が定

着している。 

○連立方程式を解く、合同条件

を書くなど、基本的な「短答

式」の問題の正答率は他の問

題形式より高いが、全国と比

較すると落ち込んでいる。 

○一次関数の変化の割合の意味

や、多数の観察・多数回の試

行によって得られる確率の意

味を理解しているかを問う問

題において、正答率が全国の

平均正答率を上回った。 

○「生命」、「地球」を柱とする

２つの領域で、全国平均正答

率を上回った。気圧の概念を

空気の柱で説明する力を問う

問題では、全国平均正答率を

大幅に上回った。 

○化学変化に関する知識及び技

能を活用して、分子のモデル

で表した図を基に水素の燃焼

を化学反応式で表す問題にお

いて、平均正答率が高かった。 

課
題 

●「言葉の特徴や使い方に関す

る事項」の領域における平均

正答率が、全国の平均正答率

と同じであった。 

●文脈に即して漢字を正しく書

くことや、比喩等の表現技法

の理解、「途方に暮れた」等の

事象や行為、心情を表す慣用

的な語句についての理解に課

題がある。 

●全国と比較すると、基本的な

計算問題を解く技能や数学的

用語に対する知識に課題があ

る生徒が多い。 

●「図形」領域の平均正答率は

全国を大きく下回った。特に

証明を記述する問題において

は、一貫性をもって抜けなく

論理を組み立てて、正確に記

述することに課題がある。 

●｢エネルギー」､｢粒子｣を柱と

する２つの領域で、全国の平

均正答率を下回った。目で見

ることができない事象を扱う

学習内容に苦手意識がある。 

●実験計画を検討する問題、予

想や仮説と異なる結果が出る

場合の探究方法について検討

する問題において、考えを表

現することに課題がある。 

改
善
策 

◎詩や物語文を扱った学習にお

いて、比喩等の基本的な表現

技法について確認するととも

に、実際に表現技法を使った

詩や文を作り、効果について

話し合う活動を充実させる。 

◎漢字について単語レベルで習

熟を図るだけでなく、文や文

章の中に意図的に学年別漢字

配当表に示されている漢字を

配置し、文脈に即して漢字を

書く活動を充実させる。 

◎基本的な計算力等を高めるた

め、レベルに応じた計算問題

やデジタルドリル等を活用

し、授業の終末や家庭学習で

継続的に個別最適な学びが行

えるようにする。 

◎図形の証明問題など、記述式

で答える問題を解いた後は、

正答の条件を示し、自己採点

などを通して、自分の解答に

足りないものは何か再考さ

せ、実感をもって理解させる。 

◎目に見えない現象について、

実験を行い数値化したり、モ

デル図で表現して視覚化した

りすることで、知識の定着を

図り、自分の考えを表現する

活動を重視する。 

◎予想や仮説と異なる実験の結

果が出た場合、課題に対して

予想や仮説が妥当であるの

か、実験計画の立案が適切で

あったかなど、探究の過程を

見直す活動を重視する。 

 

 

 

中学校等 第３学年 



２ 質問紙調査の状況について 
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日立市 全国

学習の中でＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使うの

は勉強の役に立つと思いますか。（児童生徒質問紙）
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小学校等 中学校等

日立市 全国

授業中に自分で調べる場面で、ＰＣ・タブレットな

どのＩＣＴ機器を、どの程度使っていますか。（児

童生徒質問紙） ※週３回以上と回答した児童生徒

朝食を毎日食べている児童生徒及びいじめはどんな理由があってもいけな
いことだと考えている児童生徒の割合は、全国の割合よりも高い。 生活習慣、規範意識 

94.6 93.3 94.4 91.9 

0％

20％

40％

60％

80％

100％

小学校等 中学校等

日立市 全国

朝食を毎日食べていますか。（児童生徒質問紙）
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いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思い

ますか。（児童生徒質問紙）

家で自分で計画を立てて勉強をしている児童生徒及び授業において課題の
解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる児童生徒の割合は、
全国の割合よりも高い。 

学習習慣 
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家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。

（児童生徒質問紙）
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小学校等 中学校等

日立市 全国

前学年までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自

分で考え、自分から取り組んでいましたか。（児童生徒

質問紙）

ＩＣＴ機器の活用が勉強に役立つと考えている児童生徒の割合は、全国の
割合よりも高いが、小学校等において、自分で調べる場面でＩＣＴ機器を
使用している児童の割合は、全国の割合よりも低い。 

ＩＣＴの活用 

学力向上のために 

１ 質問と正答率との関係  家で自分で計画を立てて勉強をしている児童生徒の方が、教科の平均 

正答率が高い傾向が見られる。 

２ 課題  情報活用能力を「学習の基盤となる資質・能力」と位置付け、その育成を図るとともに、 

ＩＣＴ機器を効果的に活用して授業を展開する。 

３ 改善のポイント 

これまでの教育実践とＩＣＴのベストミックスを図り、ＩＣＴを活用した学習を充実させる。 


